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一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

災
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に

は
、
訓
練
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
の
訓
練
は
津
波

想
定
並
び
に
土
砂
災
害
に

対
す
る
訓
練
と
想
像
す
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
の
か
？

現
在
の
訓
練
に
加

え
、
夜
間
の
訓
練
や

町
会
ご
と
に
自
主
防
災
組

織
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で

行
っ
て
行
く
。

　

土
砂
災
害
訓
練
は
、
危

険
地
域
ご
と
に
伝
達
訓
練

や
職
員
に
よ
る
避
難
所
開

設
や
大
規
模
土
砂
災
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実

施
す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

宇
山
誠
二
議
員

　

ア
イ
ア
・
イ
・
ヘ
エ
イ
ア
・
ラ
…
…
、
と
歌
い
な
が

ら
優
雅
に
踊
る
の
は
「
ア
ロ
ヒ
・
ア
イ
ラ
ナ
・
ム
ー
キ

マ
」
の
女
性
の
面
々
。
そ
れ
は
「
輝
く
島
・
新
島
」
を

意
味
す
る
ハ
ワ
イ
語
で
、
当
地
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
主
宰

す
る
会
の
名
称
。

　

小
久
保
利
佳
氏
が
代
表
を
務
め
、
2
0
0
6
年
５
月

に
発
足
し
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
る
。
メ
ン
バ
ー
は
25

名
で
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
広
い
年
代
層
に
わ
た
り
、

そ
の
他
初
心
者
コ
ー
ス
に
８
名
、
子
供
コ
ー
ス
に
８
名

所
属
し
て
い
る
。

　

毎
週
木
曜
日
が
練
習
日
と

な
っ
て
い
て
勤
労
福
祉
会
館

や
青
葉
会
館
の
フ
ロ
ア
を
借
り
て
熱
心
か
つ
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
励
ん
で
い
る
。
会
の
活
動
が
少
し
で

も
島
の
活
性
化
や
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
こ
れ
ま
で
島
じ
ま
ん
、
島
民
ま
つ
り
、
お
台
場
の

く
さ
や
試
食
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。

表 

紙 

は 

語 

る　
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夏
に
向
け
ど
ん
な
方

針
で
臨
み
、
ど
こ
に

問
題
が
あ
り
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
見
直
し
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
の
か
？

こ
れ
ま
で
の
事
業

で
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
も
の
や
意
義
が
認

め
ら
れ
る
も
の
は
続
け
て

い
く
。
イ
ル
カ
観
光
ツ

ア
ー
を
今
夏
の
目
玉
品
と

し
て
検
討
に
入
り
た
い
。

若
年
層
の
民
宿
経
営
者
が

増
加
す
る
よ
う
全
力
で
支

援
す
る
。
観
光
協
会
や
観

光
業
を
営
ん
で
い
る
業
者

と
同
じ
目
標
を
掲
げ
、
新

島
村
の
観
光
を
一
致
団
結

し
て
全
力
で
努
力
す
る
。

「
新
島
村
ポ
イ
捨
て
及

び
ふ
ん
害
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
実
施
は
？

住

民

公

聴

会

の

感

触

は
？

本
条
例
の
実
施
に
当

っ
て
現
在
の
進
捗
状

況
は
？

現
在
、
条
例
施
行
規

制
案
が
完
了
し
、
議

会
と
調
整
し
早
急
に
規
制

の
公
布
を
行
う
。
予
算
措

置
は
今
年
度
は
考
え
て
な

い
が
、
条
例
の
趣
旨
を
住

民
や
来
島
客
に
周
知
、
喚

起
し
、
環
境
衛
生
及
び
美

化
に
努
め
て
い
く
。

公
聴
会
の
実
相
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
？
村
長
の
評
価
、
印

象
は
？
ま
た
反
省
点
、
改

善
す
べ
き
点
は
？

若
郷
地
区
で
は
43
名

が
参
加
し
、
約
30

件
の
要
望
や
提
案
が
あ
っ

た
。
本
村
地
区
で
は
38
名

が
参
加
し
、
22
件
の
要
望

や
提
案
。
式
根
島
地
区
は

58
名
が
参
加
し
、
同
じ
く

約
40
件
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
秋
口
に
住
民

対
話
集
会
を
開
催
し
て
建

設
的
な
要
望
や
提
案
を
来

年
度
予
算
で
実
施
し
、
住

民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
た
い
。

こ
の
夏
の
観
光
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
？

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
襲
来
が
予

見
さ
れ
、
基
本
と
な
る
防

災
計
画
が
今
年
度
中
に
策

定
さ
れ
る
。
こ
の
計
画
の

中
身
は
？25

年
度
事
業
の
津
波

避
難
計
画
、
地
域
防

災
計
画
の
資
料
を
元
に
事

業
計
画
を
進
め
て
い
く
。

今
回
の
改
正
の
重
要
点
は

巨
大
地
震
、
津
波
か
ら
住

民
の
命
を
守
る
こ
と
を
目

村
の
新
た
な
防
災
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

山
本
均
議
員
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新
島
村
と
し
て
は

直
接
効
果
が
表
わ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

が
、
雇
用
状
況
も
良
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
「
島
じ
ま

ん
2
0
1
4
」
に
お
い
て

も
来
場
者
が
多
く
、
買
い

物
客
が
昨
年
よ
り
増
し
て

い
る
。
そ
の
ま
ま
旅
行
者

が
新
島
、
式
根
島
に
来
て

く
れ
る
よ
う
観
光
振
興
に

も
傾
注
し
て
い
く
。

集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
は
、
憲

法
第
９
条
改
正
と
戦
争
へ

の
道
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
見
解
を
。

こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
私
が
本
議
会

に
お
い
て
明
言
す
る
こ
と

は
避
け
た
い
と
思
う
が
、

基
本
的
に
戦
争
へ
の
道
に

つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
は

避
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

消
費
税
増
税
を
中

止
す
べ
き
と
の
立

場
を
明
確
に
す
べ
き
。
増

税
は
村
に
財
政
難
を
強
い

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

い
た
い
。新

島
村
で
は
、
物
件

費
、
普
通
建
設
事
業

費
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
私
の
立
場
で
は
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
対
し

て
、
反
対
賛
成
は
申
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
に
つ
い
て
、
新

島
村
に
は
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

今
年
の
避
難
訓
練

は
ど
ん
な
被
害
を

想
定
し
、
ど
ん
な
方
法
で

実
施
す
る
の
か
？

現

在

の

訓

練

と

違
っ
た
訓
練
を
行

な
い
、
参
加
者
10
割
を
目

標
に
努
力
し
、
新
島
村
全

体
で
防
災
意
識
を
高
め
て

い
く
。

小
中
学
校
の
防
災

教
育
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
？

自
ら
の
安
全
を
自

ら
守
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
第
一
の
目
的

に
小
学
校
で
は
年
間
８
～

12
時
間
、
中
学
校
で
は
７

時
間
程
度
学
習
し
て
い

る
。
教
材
は
東
日
本
大
震

災
の
記
録
映
像
な
ど
視
覚

教
材
を
主
に
使
っ
て
、
「
自

ら
の
安
全
を
自
ら
守
れ
る

よ
う
に
な
る
」
よ
う
指
導

を
し
て
い
る
。

標
に
作
成
し
た
。
避
難
場

所
の
変
更
、
追
加
、
避
難

行
動
要
支
援
者
対
策
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
が
主
な

変
更
と
な
る
。
ま
た
土
砂

災
害
対
策
と
し
て
避
難
情

報
、
指
示
、
勧
告
と
情
報

伝
達
を
追
加
し
た
。

村
の
避
難
訓
練
は
大
丈

夫
か
？

青
沼
進
二
議
員

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
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教
育
委
員
会
制
度

改
正
に
つ
い
て
は
、

明
確
に
反
対
の
意
思
表
明

す
べ
き
で
は
。

一
定
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
つ
つ
も
、

地
方
行
政
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
も
の
と
評
価
し
て

い
る
。
村
長
と
教
育
委
員

会
と
の
連
携
、
協
力
が
緊

密
に
な
る
こ
と
を
予
想
し

て
い
る
。「

道
徳
教
育
」
の

教
科
書
化
は
、
愛

国
心
の
お
し
つ
け
と
国
の

た
め
に
戦
場
へ
と
送
る
狙

い
と
「
教
育
勅
語
」
に
つ

な
が
る
危
険
が
あ
り
反
対

の
意
を
示
す
べ
き
で
は
？

現
在
、
文
科
省
で

検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
内
容
を
含
め
現

時
点
で
は
解
ら
な
い
の

で
、
反
対
の
意
を
示
す
の

は
不
適
切
と
思
う
。
「
教

大
島
町
岡
田
港
の

船

待

ち

避

難

タ

ワ
ー
設
置
を
、
新
島
・
式

根
島
に
同
様
の
設
置
を
予

算
化
を
し
て
は
？

村
独
自
で
設
置
す

る
避
難
タ
ワ
ー
は
、

前
浜
付
近
に
１
ヶ
所
、
住

民
、
来
島
者
を
対
象
に
検

討
し
て
い
る
。
式
根
島
・

若
郷
地
区
に
つ
い
て
は
、

都
の
計
画
が
確
定
し
だ
い

必
要
な
場
所
に
設
置
を
検

討
す
る
。

村
は
東
京
都
の
指

示
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
村
の
計
画
を
い
ち

早
く
提
示
し
て
、
必
要
な

予
算
の
確
保
に
向
け
ど
こ

よ
り
早
く
動
け
る
体
制
を

取
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
が
村
長
の
見
解
は
。

ト
ッ
プ
の
責
任
を

自
覚
し
、
今
後
は
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
防
災

計
画
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
、
進
め
て
行
く
。

若
郷
地
域
の
防
災

訓
練
の
確
立
と
避

難
所
の
設
置
は
。

避
難
路
及
び
避
難

施
設
の
設
置
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
す
る
。

森
田
一
議
員

昨
年
５
月
に
発
表
さ
れ
た

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
東
京
都
の
被
害
想
定

で
は
、
新
島
村
の
人
的
被

害
は
最
大
千
三
百
人
を
超

え
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
村
か
ら
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
の
具
体
策

が
示
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ

か
？

教
育
委
員
会
制
度
改
正
に

つ
い
て

防
災
震
災
対
策
に
つ
い
て

育
勅
語
」
の
復
活
に
繋
が

る
と
の
こ
と
は
、
少
し
飛

躍
し
す
ぎ
で
、
教
科
書
化

が
「
教
育
勅
語
」
の
復
活

と
は
考
え
難
い
。


